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■ 取組の経緯・進め方 

 
平成 27 年度から，地域と行政・専門家が連携して「防災まちづくり」に取組んでおり，平成 29 年度に取りまとめた「正親防災まち

づくり計画」においては，空き家等の対策に取組むことを基本方針に掲げた。学区内では，路地奥を中心として老朽化した空き家等が

見られ，倒壊の危険性など周囲への悪影響が懸念されることから，安心・安全な暮らしに向けた地域の問題として空き家対策に取組む

こととし，平成 30 年 10 月，正親住民福祉協議会が中心となり，地域連携型空き家対策促進事業の取組団体として活動をスタートし

た。 
令和元年度には、地域連携型空き家対策促進事業と並行して、国土交通省「空き家対策の担い手強化・連携モデル事業」に応募、認

定を受け、地域住民や空き家所有者等に寄り添い空家対策に取り組む組織として「NPO 法人 あきや・まちづくり・せいしん」を設立

した。『空き家・登記・相続 相談会』の開催など、モデル事業を活用しながら、地域連携型空き家対策促進事業で調査・把握した空き

家所有者等へのきめ細かな対応に取り組んでいる。 
 
■ 具体的な取組 

 
取組①：空き家調査、調査結果の取りまとめ、所有者へのアンケート調査 

・ 町内会ごとの地図を作成し，町内会長協力のもと，地域情報による空き

家の確認を実施 
・ 町内会からの情報を整理・分析し，把握した空き家に対して外観調査を

実施 
・ 外観調査結果を取りまとめ，登記情報により所有者情報を整理 
・ 所有者に空き家の状況を情報提供し，今後の管理等の意向を確認 
取組②：NPO 法人 あきや・まちづくり・せいしんの設立 

・ 学区の空き家対策の母体として、これまで学区福祉の取組を中心となっ

て推進してきた正親住民福祉協議会と連携する形で NPO 法人を設立。 
・ 正親住民福祉協議会の構成員が中心となって今後の空き家対策の担い

手メンバー候補を選定し、NPO 法人設立の説明や賛同の呼び掛けを行

い、令和元年９月 27 日に設立総会を開催、1 月 17 日に法人登記。 
取組③：『空き家・登記・相続 相談会』の開催 

・ 行政書士・司法書士と連携し、地域住民や空き家所有者等が気軽に参加

できる『空き家・登記・相続 相談会』を開催（R1：9~2 月毎月開催、

計 14 名の相談）。 
 

     
◆実態調査・アンケート調査等の継続 

・ これまでの取組と同様、計画的に空き家等の実態調査や所有者アンケー

ト調査等を実施し、『空き家・登記・相続 相談会』への参加呼び掛けを

行う。 
◆『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』（空き家化の予防） 

・ 亡くなった後に空き家になる心配が

ある単身の高齢者などを対象として、

高齢者自身の不安に寄り添い、想いの

聴き取りやエンディングノートの作

成などを通じて、みらいの自宅の整理

の仕方を考えて頂き、登記の促進に繋

げるなど、空き家の発生予防を推進。 
◆『学生×高齢者げんきプロジェクト』 

・ 空いている自宅の部屋を学生に安い

家賃で貸し出し、一人で暮らすよりも、

学生と楽しく一緒に暮らす元気な高

齢者を増やす取組。NPO の取組への

理解を広げるプロジェクト。 
◆大学生や子育て世帯とのネットワークづくり 

・ 令和２年度 「空き家対策の担い手強化・連携モデル事業」を活用し、

『空き家・登記・相続 相談会』等を継続するとともに、ホームページ

の制作、「NPO 法人 あきや・まちづくり・せいしん」外国語版リーフ

レットの制作・大使館等を通じた配布などにも取り組む。 

■ 今後の取組 

●NPO 法人 あきや・まちづくり・せいしん 設立報告会 
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●NPO 法人 あきや・まちづくり・せいしん  

活動リーフレット（中国語） 

●地域の高齢者への説明会 


